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 ナノワイヤーといった一次元構造を有する材料は、非常に狭い範囲内に電子を一次元的に閉じこめることがで

きるため、電子の流れに配向性を生じるなど、マクロサイズでは起こらないユニークな量子効果が発現する。ま

た、非常に大きな比表面積を持つため、光触媒や太陽電池などの材料への適用が試みられている。 

すでに層状ニオブ酸化物は層を剥離させることで、厚さ 1nm 以下で幅が数μm の二次元のナノシートを作製でき

る事が知られている。 

本研究では、このナノシートを水熱処理および、化学的処理することで、ニオブ酸化物ナノワイヤーの作製を試み

た。 

 

 

 (2006年電気化学会秋季大会講演要旨集, p. 296, 2006.9) 

 


